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お時間がある時にご覧いただきますようお願い申し上げます。 

02.08. 

 営農振興課 
 

Ｖｏｌ．６ 

 ＴＥＬ：７８－２４１５  

◆経営所得安定対策【ナラシ対策】 

● 令和２年度収入減少影響緩和対策（ナラシ対策）積立金納付期限 ８月３１日（月） 

 【ナラシ対策振込先】 

期限は 
８月３１日（月）です。 
納付期限までに納付先口座に入金が
確認できなければ、収入減少影響緩
和対策に加入できなくなりますのでご
注意ください。 

農政情報 

経営所得安定対策【ナラシ対策】 

令和3年産大麦の播種前契約の確認について(お願い) 

 大麦は令和2年産での管内全面転換が完了したところです。事前の播種

前契約面積に基づいて、需要量を過不足なく確保するための努力を行って
いますが、令和2年産大麦では事前の播種前契約を大幅に超 
過して作付されるケースが多くみられ、播種前契約に基づき確 
保した需要量を大幅に超える過剰作付となりました。 
 つきましては、現在、今春に契約していただいた令和3年産大 
麦(今秋まき)の播種前契約面積を案内し、過不足なく契約どお 
りの作付をいただきますよう、ご協力をお願い申し上げます！ 

令和3年産大麦の播種前契約に基づいた生産をお願いします！ 

JA提出書類 

書類名 

◆ 大麦資材注文書 

◆ 水稲生産記録 

提出期限が過ぎています！ 

提出できていない方は至急、各営農経
済センターへ提出お願いします！！ 



水稲病害虫情報 

◎斑点米カメムシ類(主にクモヘリカメム
シ、ホソハリカメムシ)の発生が多い傾向に

あり、今後、出穂期を迎える中生・晩生品
種への懸念がされます。収穫前日数・使用
回数を確認したうえで適期防除しましょう！
防除適期は糊熟期頃（出穂１０~２０日頃）。

ただし、カスミカメムシ類が確認できるほ場
では乳熟期頃（出穂７～１０日頃に防除しま
しょう。 

病害虫注意報が発表されました！ ホソハリカメムシ クモヘリカメムシ 

イネカメムシ 被害粒 

◎いもち病の感染好適条件が出現しており、ほ場で
の発生状況を確認し、発生が認められたら収穫前日
数・使用回数に気をつけ、防除を行う！ ※プレミア
米・スタンダード米の圃場で発生した場合、お近くの
営農経済センターへご相談ください！ 

農薬名 使用時期 

治療剤 ブラシン粉剤DL 収穫7日前まで 

いもち病が発生しやすい天候です！ 

地場検査の変更のお知らせ 

１．検査は毎日行います。 

  ➡今年から事前の地区別検査計画や検査日を設けて 
         いません。 出荷当日から4営業日以内に随時検査 
         を行います。 
 

２．受検カードは発行いたしません。 

  ➡検査後に発送される「米穀販売代金精算通知書兼農産物検査結果通 
    知書」で検査袋数、検査等級、買取金額等の内容をご確認ください。 
 

３．下見米のご提出は不要です。 
     ➡これまでは、下見米を事前に分析することで、あらかじめ計画された検査  
         日にまとまった数量の検査を効率的に実施してきました。今年からは、出 
         荷当日からの随時検査を行いますので、下見米のご提出については“不 
         要”とさせていただきます。 

※使用例 スタークル粒剤 収穫７日前まで ３ｋｇ/１０a 

https://2.bp.blogspot.com/-NbggQTxzlUM/W6XJPfrqsBI/AAAAAAABPBo/zBCJwJDY0N8V-tDokoAl0kyEIFKYYEiRQCLcBGAs/s800/nouka_man1_smile.png


収穫適期情報 

 水稲の生育は、7 月の気温が低かったことから、平年並からやや遅くなって

います。しかしながら、今後、気温の高い日が続くと登熟期間が短くなりますの
で、収穫が遅れないよう出穂後30 日を過ぎたら収穫･調製の準備をしましょう。 

生育状況と収穫適期 

収穫時期の目安 

収穫時期が近づいたら田んぼに入って、籾の
黄化を確認しましょう。 
●籾黄化率５０％で、収穫７日前 
●籾黄化率８５～９０％ 
(みずかがみは９０％)で、収穫適期 

収穫時期の判断 

上から３～４本目の枝梗につく籾が全て黄
化した頃 

 落水時期の目安は収穫の５日前です。 

 白未熟粒や胴割粒の発生を防ぐため、収穫に支障のない範囲で、できる限り
落水を遅らせましょう。 

収穫までの水管理 

 今年も記録的な猛暑に見舞われています！！ 

 作業は気温の高い時間帯を避け、こまめな塩分･水
分補給や休憩を行いましょう！ 

熱中症アラート！！ 



大豆情報 

うね間かん水の判断の目安 
開花期以降に晴天が1週間程度続けば、うね間かん水を行います。
土が白く乾き、葉が反転してきたら、数回に分けて徐々に（水口付近
の湿害を防ぐため）明渠にかん水しましょう。 

病害虫防除 

防除時期 薬剤名 散布量 対象病害虫 

８月中旬 トレボン粉剤DL 4㎏ 
ｶﾒﾑｼ類、ｼﾛｲﾁﾓｼﾞﾏﾀﾞﾗﾒｲｶﾞ、ﾀﾞｲｽﾞｻﾔﾀﾏﾊﾞｴ 
ﾏﾒｼﾝｸｲｶﾞ、ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ、ﾌﾀｽｼﾞﾋﾒﾊﾑｼなど 

８月下旬 スミチオンベルクート粉剤DL 3㎏ ﾏﾒｼﾝｸｲｶﾞ、ｶﾒﾑｼ類、紫斑病 

９月上旬 スミチオンベルクート粉剤DL 3㎏ ﾏﾒｼﾝｸｲｶﾞ ｶﾒﾑｼ類 紫斑病 

９月中旬 ロムダン粉剤DL 4㎏ ハスモンヨトウ 

○大豆は子実害虫の食害による減収や品質低下が著しいため、薬剤防除は必要不可欠な作業です。 
○莢が付き始める8月中旬から9月中旬にかけて10日おきに4回の薬剤防除を徹底します。 
○薬剤の散布には専用噴頭を用いるなどして葉の裏や莢に薬剤が十分かかるようにします。 

（10aあたり） 

除草剤紹介 

作物名 適用雑草名 使用時期 
使用
回数 

10aあたり使
用薬量 

10aあたり希
釈水量 

使用方法 

だいず 
一年生イネ科
雑草(スズメノカ
タビラを除く) 

雑草生育期 
(イネ科雑草の3～10葉期) 

収穫30日まで 
1回 200～300mℓ 

通常散布 
50～100ℓ 
少量散布 
25～50ℓ 

雑草茎葉散
布又は 
全面散布 

作物名 適用雑草名 使用時期（※） 
使用回
数 

10aあたり使
用薬量 

10aあたり希
釈水量 

使用方法 

だいず 
一年生雑草 

(イネ科を除く) 

だいずの2葉期～開花前 
(雑草の生育初期～6葉
期)但し収穫45日前まで 

1回 

100～150mℓ 

100ℓ 

雑草茎葉散
布又は 
全面散布 

だいずの生育期 
(雑草の生育初期～6葉
期)但し収穫45日前まで 

300～500mℓ 
畦間雑草 
茎葉散布 

※使用方法によって使用時期が変わりますのでご注意ください。 








